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潮 騒

種
苗
放
流
事
業

　

令
和
３
年
度
の
種
苗
生
産
供
給
と
斡
旋
供
給
事
業
は
、

マ
ダ
イ
、
ヒ
ラ
メ
、
カ
サ
ゴ
、
ト
ラ
フ
グ
、
メ
バ
ル
、
マ

コ
ガ
レ
イ
、
ク
ロ
ダ
イ
、
ア
ワ
ビ
、
サ
ザ
エ
、
ト
コ
ブ
シ

を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
内
の
マ
ダ
イ
、
ヒ
ラ
メ
、
カ
サ
ゴ

に
つ
い
て
放
流
場
所
、
放
流
時
期
、
大
き
さ
な
ど
の
内
訳

を
紹
介
し
ま
す
。

　

令
和
３
年
度
マ
ダ
イ
種
苗

放
流
事
業
は
、
東
京
湾
と
相

模
湾
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

２
０
２
Ⅰ
年
７
月
９
日
の

腰
越
港
か
ら
７
月
３
０
日
の

久
里
浜
港
ま
で
の
１
３
か
所

で
行
い
、
久
里
浜
港
以
外
は
、

当
協
会
の
マ
ダ
イ
稚
魚
飼
育

池
か
ら
８
ト
ン
の
活
魚
車
で

港
ま
で
運
び
、
活
魚
車
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
の
港
で
、
直
接
ホ

ー
ス
で
海
へ
放
流
し
ま
し
た
。

久
里
浜
で
は
、
遊
漁
船
に
積

み
替
え
て
、
久
里
浜
の
沖
合

に
あ
る
漁
場
へ
と
運
び
放
流

し
ま
し
た
。

　

表
に
記
載
し
て
あ
る
事
業

分
と
は
、
栽
培
漁
業
協
会
の

マ
ダ
イ
種
苗
放
流
事
業
分
で

合
計
１
５
万
尾
、
協
力
金
は
、

１
昨
年
に
マ
ダ
イ
釣
人
・
釣放流されるマダイ種苗

船
協
力

金
分
６

万
９
５

０
０
尾
、

一
般
社

団
法
人

日
本
釣

用
品
工

業
会
が

東
京
湾

に
９
万

８
０
０

０
尾
、

公
益
財

団
法
人

相
模
湾

水
産
振
興
事
業
団
が
福
浦
か

ら
葉
山
ま
で
７
万
尾
、
西
部

事
業
団
分
は
、
一
般
財
団
法

人
横
須
賀
西
部
水
産
振
興
事

業
団
が
大
楠
漁
港
で
８
０
０

０
尾
、
南
部
事
業
団
分
は
一

般
財
団
法
人
東
京
湾
南
部
水

産
振
興
事
業
団
が
２
万
５
０

０
０
尾
を
久
里
浜
に
、
ま
た
、

江
の
島
片
瀬
漁
協
は
４
１
２

０
尾
を
放
流
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
令
和
３
年

度
に
神
奈
川
県
の
沿
岸
地
先

に
放
流
し
た
マ
ダ
イ
の
合
計

は
、
４
２
万
４
６
２
０
尾
に

な
り
ま
し
た
。

　

新
年
あ
け
ま
し
て
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
症

が
発
症
し
、
２
年
目
に
な
り

ま
す
。

　

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
起
こ
り
、

世
界
の
人
々
が
感
染
し
、
多

数
の
死
者
が
出
る
事
態
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
で
も
２
０
２
Ⅰ
年
９

月
３
０
日
に
第
五
波
の
緊
急

事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
ま
し

た
が
、
第
六
波
に
備
え
て
、

感
染
予
防
と
病
床
確
保
の
体

制
を
整
え
る
必
要
性
が
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

外
食
産
業
や
旅
行
業
者
な

ど
コ
ロ
ナ
に
よ
っ
て
打
撃
を

受
け
た
業
種
が
あ
り
、
水
産

業
者
も
関
連
し
、
早
期
の
回

復
が
必
要
で
す
。
魚
価
の
下

落
は
漁
業
者
に
と
っ
て
大
き

な
痛
手
で
あ
り
、
コ
ロ
ナ
が

早
く
収
束
し
、
通
常
の
流
通

が
で
き
る
よ
う
切
に
願
っ
て

い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
コ
ロ
ナ
後
の
流

通
が
変
化
す
る
可
能
性
が
あ

り
、
そ
の
事
態
を
見
な
が
ら

消
費
の
動
向
に
沿
っ
た
対
応

が
求
め
ら
れ
る
か
も
知
れ
ま

せ
ん
。

　

皆
様
も
リ
バ
ウ
ン
ド
に
気

を
付
け
て
１
日
も
早
く
、
漁

業
の
持
続
・
発
展
を
す
る
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

大
漁
と
安
全
を
祈
願
し
て

新
年
の
挨
拶
と
し
ま
す
。

※

マ
ダ
イ
種
苗
放
流
実
績
表
は
２
面
に
掲
載

海藻の間泳ぐ放流されたマダイ種苗

　

令
和
３
年
度
の
ヒ
ラ
メ

種
苗
放
流
は
、
県
下
全
体

で
２
４
万
９
４
９
０
尾
で

し
た
。

放
流
場
所
は
東
京
湾
と
相

模
湾
の
１
７
か
所
で
す
。

　

こ
の
放
流
は
、
昨
年
５

月
１
５
日
か
ら
７
月
１
７

日
ま
で
の
間
の
１
０
日
間

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

栽
培
漁
業
協
会
分
の
種
苗

放
流
事
業
で
は
６
万
尾
、

種
苗
供
給
事
業
と
し
て
公

益
財
団
法
人
相
模
湾
水
産

振
興
事
業
団
で
は
６
万
３

０
０
０
尾
、
一
般
財
団
法

人
横
須
賀
西
部
水
産
振
興

事
業
団
で
は
８
０
０
０
尾

で
し
た
。

（
２
面
に
つ
づ
く
）

ヒレをカットして標識放流

　

１
９
６
８
年
に

開
館
し
た
三
浦
市

三
崎
町
小
網
代
の

京
急
油
壷
マ
リ
ン

パ
ー
ク
は
、
昨
年

９
月
３
０
日
、
５

３
年
間
の
歴
史
の

幕
を
閉
じ
ま
し
た
▼
機
会
あ

る
ご
と
に
、
同
パ
ー
ク
を
訪

れ
て
い
た
人
が
多
く
、
来
館

者
は
２
千
４
０
０
万
人
を
超

し
、
開
館
最
終
日
に
は
名
残

を
惜
し
む
人
た
ち
５
０
０
０

人
以
上
が
来
館
し
ま
し
た
▼

同
パ
ー
ク
は
、
京
浜
急
行
電

鉄
７
０
周
年
事
業
と
し
６
８

年
４
月
、
神
奈
川
県
立
三
崎

水
産
高
校
跡
地
に
開
館
し
ま

し
た
▼
水
族
館
と
し
て
珍
し

い
魚
類
を
展
示
す
る
だ
け
で

な
く
、
魚
の
生
態
や
能
力
を

研
究
し
、
シ
ョ
ー
と
し
て
見

せ
る
こ
と
は
当
時
と
し
て
は

画
期
的
な
こ
と
で
し
た
▼
ま

た
、
キ
ン
メ
ダ
イ
を
国
内
で

初
め
て
展
示
し
、
さ
ら
に
、

大
回
遊
水
槽
で
マ
グ
ロ
の
泳

ぐ
姿
を
見
せ
る
と
と
も
に
、

そ
の
生
態
研
究
に
取
り
組
む

な
ど
、
水
産
業
界
に
役
立
つ

業
績
も
残
し
ま
し
た
▼
こ
の

ほ
か
、
魚
の
習
性
を
一
般
の

人
に
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、

カ
ワ
ハ
ギ
が
紐
を
引
い
て
旗

を
揚
げ
た
り
イ
シ
ダ
イ
が
輪

く
ぐ
り
を
披
露
す
る
様
子
も

公
開
し
ま
し
た
▼
ま
た
、
イ

ル
カ
シ
ョ
ー
も
行
い
、
来
館

者
は
大
き
な
歓
声
を
上
げ
、

拍
手
し
て
い
た
姿
も
忘
れ
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
▼
同
パ

ー
ク
は
今
年
夏
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
で
「
み
ん
な
の
思

い
出
と
歴
史
を
残
そ
う
」
を

公
開
す
る
予
定
で
、
来
館
者

の
写
真
や
資
料
を
展
示
す
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

令
和
３
年
度

マ
ダ
イ

ヒ
ラ
メ

㈹

〒
２
５
０-

０
０
２
１

小
田
原
市
早
川
一-

一
〇-

一

T
E
L 

〇
四
六
五-

二
二-

五
九
八
九

F
A
X 

〇
四
六
五-

二
三-

五
五
一
四

会
　
長
　
久
保
田
源
太
郎

相
模
湾
遊
漁
問
題

　
対
話
推
進
協
議
会

〒
２
５
０-

０
０
２
１

小
田
原
市
早
川
一-

一
〇-

一

T
E
L 

〇
四
六
五-

二
二-

五
九
八
九

F
A
X 

〇
四
六
五-

二
三-

五
五
一
四

理
事
長
　
武

井

　

正

公
益
財
団
法
人

相
模
湾
水
産
振
興
事
業
団

環
境
保
全
と
水
産
業
の
振
興
を

〒
１
０
３-

０
０
０
１

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
小
伝
馬
町
九-

六

　
　
　

小
伝
馬
町
松
村
ビ
ル
六
階

　

T
E
L 

〇
三-

五
六
五
一-

三
五
〇
一

　

F
A
X 

〇
三-

五
六
五
一-

三
五
〇
二

会
　
長
　
　
岸

　

　

宏

公
益
社
団
法
人

全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
推
進
協
会

東
京
湾
遊
漁
船
業
協
同
組
合

理
事
長
　
飯 

島 

正 

宏

〒
１
４
０-

０
０
１
３

東
京
都
品
川
区
南
大
井
一-

十
九-

六

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
三-

六
四
二
三-

一
〇
九
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三-

六
四
二
三-

一
〇
九
七
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神
奈
川
県
漁
業
無
線
協
会

〒
２
３
８-

０
２
３
７

三
浦
市
三
崎
町
城
ヶ
島
養
老
子

　

神
奈
川
県
水
産
技
術
セ
ン
タ
ー
四
階

T
E
L  

〇
四
六-

八
八
二-

二
七
八
四

Ｆ
Ａ
Ｘ  

〇
四
六-

八
八
二-

二
五
一
三

会
長
理
事
　
小

山

恭

弘

一
般
社
団
法
人

日
本
漁
船
保
険
組
合

〒
２
３
６-

０
０
５
１　

横
浜
市
金
沢
区
富
岡
東
二-

一-

二
二

　
　
　
　
　
　
　
　

県
漁
連
ビ
ル
１
Ｆ

T
E
L  

〇
四
五-

七
七
二-

七
三
〇
一

F
A
X  

〇
四
五-

七
七
八-

三
九
二
〇

漁
船
漁
業
を
守
り
ま
す
。

代
表
理
事
会
長
　
高

橋

征

人

〒
２
３
６-

０
０
５
１

横
浜
市
金
沢
区
富
岡
東
二-

一-

二
二

T
E
L 

〇
四
五-

七
七
三-

六
七
七
七

神
奈
川
県
漁
業
協
同
組
合
連
合
会

JF神奈川漁連

東
京
湾
南
部
水
産
振
興
事
業
団

理
事
長
　
岩

崎

一

郎

一
般
財
団
法
人

一
般
社
団
法
人〒

２
３
９-

０
８
３
１

神
奈
川
県
横
須
賀
市
久
里
浜
八-

九-

五

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

〇
四
六-

八
三
四-

三
五
九
六

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
四
六-

八
三
四-

三
六
九
〇

運
営
委
員
長
　
鈴

木

　

清

〒
二
五
四-

〇
八
〇
三　

平
塚
市
千
石
河
岸
二
八-

一
三

T
E
L 

〇
四
六
三-

二
一-

〇
一
四
六

F
A
X 

〇
四
六
三-

二
二-

五
七
二
九

会
　
長
　
杉
山
　
武

神
奈
川
県
し
ら
す
船
曳
網
漁
業

連
絡
協
議
会

神
奈
川
県
支
所
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ヒラメ種苗放流

　

ヒ
ラ
メ
種
苗
は
、
各
漁
業

協
同
組
合
の
要
望
が
大
き
く

合
わ
せ
て
１
１
万
７
９
９
０

尾
を
放
流
し
て
い
ま
す
。
漁

業
協
同
組
合
分
に
は
、
共
済

組
合
の
掛
け
金
分
も
含
ま
れ

て
い
ま
す
。

　

な
お
、
横
須
賀
市
東
部
漁

業
協
同
組
合
北
浦
下
支
所
で

は
、
太
平
洋
南
海
域
栽
培
漁

業
推
進
協
議
会
で
行
っ
て
い

る
ヒ
ラ
メ
背
鰭
後
部
を
カ
ッ

ト
し
た
標
識
魚
を
１
０
０
０

尾
放
流
し
ま
し
た
。

　

再
捕
さ
れ
た
方
は
、

神
奈
川
県
栽
培
漁
業

協
会
へ
再
捕
場
所
、

全
長
も
し
く
は
体
重
、

再
捕
漁
具
、
再
捕
者

の
お
名
前
、
住
所
、

電
話
番
号
を
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

令和3年度マダイ種苗放流事業の活魚車による放流（供給事業含む）

　

カ
サ
ゴ
は
沿
岸
の
刺
し
網

漁
業
に
と
っ
て
重
要
な
魚
種

で
す
。

　

ま
た
、
岩
礁
に
生
息
し
、

移
動
が
少
な
い
魚
種
で
、
放

流
の
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

令
和
３
年
度
の
カ
サ
ゴ
種

苗
放
流
は
１
１
か
所
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
今
年
度
の
種
苗

は
、
養
殖
用
種
苗
の
需
要
が

少
な
い
た
め
か
、
全
長
７
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
越
え
る
種

苗
が
入
手
で
き
ま
し
た
。
放

流
後
、
１
年
で
漁
獲
サ
イ
ズ

に
な
る
大
き
さ
で
す
。

　

放
流
数
は
、
令
和
４
年
１

月
に
一
般
社
団
法
人
日
本
釣

用
品
工
業
会
が
横
浜
の
大
黒

埠
頭
つ
り
公
園
で
予
定
し
て

い
る
数
を
含
め
る
と
１
０
万

３
５
０
０
尾
に
な
り
ま
す
。 カサゴ種苗放流

令和３年度カサゴ配布実績

放流された大きな種苗

マダイ種苗放流イベント

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
小
網
代
パ
ー
ル

海
育
隊

　

例
年
、
三
浦
市
内
の
小
学

生
が
社
会
科
授
業
の
一
環
と

し
て
参
加
し
、
マ
ダ
イ
種
苗

の
放
流
を
体
験
す
る
イ
ベ
ン

ト
で
す
が
、
昨
年
は
新
型
コ

ロ
ナ
感
染
対
策
の
た
め
、
小

学
生
の
参
加
は
中
止
と
な
り
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
小
網
代
パ
ー
ル

海
育
隊
の
メ
ン
バ
ー
の
手
で

放
流
が
行
わ
れ
え
ま
し
た
。

　

放
流
し
た
の
は
昨
年
８
月

３
０
日
で
、
小
網
代
湾
の
奥

に
１
０
０
０
尾
余
り
を
放
流

し
ま
し
た
。

　

海
育
隊
は
、
子
ど
も
た
ち

に
海
の
大
切
さ
や
水
産
資
源

の
重
要
性
を
知
っ
て
も
ら
お

う
と
、
当
協
会
が
飼
育
し
て

い
る
マ
ダ
イ
種
苗
を
確
保
し
、

市
内
の
小
学
生
に
よ
る
放
流

体
験
事
業
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

日
本
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト

協
会

　

昨
年
９
月
４
日
、（
一
社
）

日
本
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
協

会
に
よ
る
マ
ダ
イ
種
苗
放
流

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

例
年
、
三
浦
市
三
崎
五
丁

目
の
産
直
セ
ン
タ
ー
「
う
ら

り
」
か
ら
、
小
学
生
な
ど
の

一
般
の
人
を
乗
せ
て
種
苗
放

流
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、

昨
年
は
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、

同
協
会
関
係
者
だ
け
で
、
約

３
０
０
０
尾
の
マ
ダ
イ
種
苗

を
２
隻
の
ク
ル
ー
ザ
ー
に
乗

り
、
城
ヶ
島
の
東
側
の
海
に

放
流
し
ま
し
た
。

　

同
協
会
の
こ
の
事
業
は
、

平
成
５
年
か
ら
行
わ
れ
て
お

り
、
今
年
で
２
９
回
目
に
な

り
ま
す
。

小網代湾奥に放流

城ヶ島東側の海に放流

カ
サ
ゴ

横須賀市東部漁業協同組合

小坪漁業協同組合

茅ヶ崎市漁業協同組合

平塚市漁業振興対策協議会

大磯二宮漁業協同組合

横浜港埠頭株式会社

(公財)日本釣振興会神奈川県支部

(公財)相模湾水産振興事業団

(一財)東京湾南部水産振興事業団　　　　

(一財)横須賀西部水産振興事業団

(一社)日本釣用品工業会                
合　　計

配　布　先　　　　　　　　配布数量 　　配布月日　　　　 放 流 場 所
20,000

10,000

3,000

800

700

25,000

5,000

20,000

10,000

4,000

5,000

103,500

久里浜港内

小坪沖

烏帽子沖

平塚沖

大磯沖

本牧漁港内

平成町沖

真鶴・岩・小田原・腰越

下浦漁港内

長井沖

大黒埠頭沖

9月24日

9月24日

8月24日

8月24日

8月24日

9月11日

9月28日

9月2日

7月29日

7月29日

未定

小網代パール海育隊
日本プレジャーボート協会

7月 9日

7月15日

7月19日

7月20日

7月21日

7月24日

7月30日

腰越漁港

江の島片瀬漁港

葉山漁港

福浦漁港

真鶴漁港

岩漁港

小田原漁港

大磯港

平塚漁港

茅ヶ崎漁港

間口漁港

大楠漁港

横浜ベイサイドマリーナ

久里浜港

月日　  輸送放流場所　  放流場所    事業分　 協力金    小  計     日釣工    相模湾事業団   西部事業団   南部事業団   江の島片瀬　 合  計

 腰越

江ノ島片瀬

葉山

福浦

真鶴

岩

小田原

二宮・大磯

平塚

茅ヶ崎

松輪

大楠

金沢

久里浜

合計

10,000

10,000

10,000

10,000

10,000

5,000

10,000

10,000

5,000

10,000

15,000

10,000

15,000

20,000

150,000

5,000

10,000

5,000

3,500

1,500

4,500

8,000

10,000

8,000

14,000

69,500

15,000

20,000

15,000

10,000

10,000

5,000

13,500

10,000

6,500

14,500

23,000

20,000

23,000

34,000

219,500

48,000

50,000

98,000

8,000

5,000

8,000

8,000

5,000

12,000

8,000

8,000

8,000

70,000

8,000

8,000

25,000

25,000

4,120

4,120

23,000

24,120

20,000

18,000

18,000

10,000

25,500

18,000

14,500

22,500

71,000

28,000

73,000

59,000

424,620
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定
休
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：
毎
週
火
曜
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平
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月
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日
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焼
肉
食
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ド
カ
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第113号（３）　　 2022年（令和４年）１月１日

栽
培
漁
業
っ
て
何 

神
奈
川
県
栽
培
漁
業
協
会

専
務
理
事
　
今
井
利
為

公
益
財
団
法
人

あけましておめでとうございます　公益財団法人神奈川県栽培漁業協会の事業の発展を祈念いたします
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マ
ダ
イ 

⑪

沿
岸
磯
根
地
域
の
重
要
資
源

　
ア
ワ
ビ
の
漁
獲
歴
史
を
見
る

　

ア
ワ
ビ
は
、
江
戸
時
代
か

ら
素
潜
り
漁
業
や
見
突
き
漁

業
で
漁
獲
さ
れ
て
お
り
ま
し

た
が
、
明
治
に
な
っ
て
西
洋

か
ら
ヘ
ル
メ
ッ
ト
潜
水
が
導

入
さ
れ
た
結
果
、
神
奈
川
県

で
は
１
０
０
〜
２
０
０
ト
ン

と
、
急
激
に
漁
獲
が
増
加
し

ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
明
治
１
６
年
、

城
ケ
島
の
戸
長
加
藤
泰
治
郎

氏
が
県
令
に
対
し
て
上
申
書

を
提
出
し
、
こ
れ
を
禁
止
す

る
よ
う
に
要
望
し
て
い
ま
す
。

１
８
９
９
年
に
は
２
２
８
ト

ン
を
漁
獲
し
ま
し
た
が
急
激

に
減
少
し
、
１
９
０
８
年
に

６
３
ト
ン
と
な
り
ま
し
た
。

１
９
０
９
年
に
１
６
５
ト
ン

と
急
激
に
増
え
た
後
、
１
９

２
５
年
に
３
４
ト
ン
に
減
少

し
、
１
９
２
８
年
に
２
０
２

ト
ン
と
再
び
増
え
、
昭
和
初

期
に
は
１
０
０
ト
ン
台
で
し

た
が
、
１
９
４
５
年
に
３
０

ト
ン
ま
で
減
少
し
ま
し
た
。

１
９
５
５
に
は
８
３
ト
ン
に

な
り
ま
し
た
が
１
９
６
３
年

に
３
２
ト
ン
に
ま
で
減
少
し

ま
し
た
。
１
９
６
８
年
か
ら

種
苗
放
流
が
始
ま
り
、
１
９

７
４
年
ま
で
増
加
し
７
４
ト

ン
台
に
回
復
し
ま
し
た
。
１

９
８
５
年
に
６
４
ト
ン
で
し

た
が
１
９
９
１
年
に
２
１
ト

ン
に
減
少
し
、
１
９
９
５
年

か
ら
２
０
１
１
年
ま
で
２
０

ト
ン
前
後
で
推
移
し
ま
し
た
。

２
０
１
５
年
頃
か
ら
磯
焼
け

の
影
響
で
１
０
ト
ン
を
切
る

状
況
で
す
。

　

漁
獲
量
の
減
少
で
素
潜
り

漁
業
者
と
見
突
き
漁
業
者
は

極
端
に
減
少
し
ま
し
た
。

　

ア
ワ
ビ
は
、
漁
獲
が
強
す

ぎ
る
と
直
ぐ
に
獲
れ
な
く
な

り
、
１
０
数
年
過
ぎ
る
と
再

び
資
源
が
回
復
し
て
く
る
現

象
を
繰
り
返
し
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
加
藤
氏
は
ア
ワ
ビ

を
過
剰
に
捕
り
す
ぎ
ず
、
漁

業
の
管
理
を
す
れ
ば
末
永
く

利
用
で
き
る
水
産
物
で
あ
り
、

多
く
の
漁
業
者
が
こ
の
漁
業

で
生
活
で
き
る
、
と
述
べ
て

い
ま
す
。

　

種
苗
放
流
前
の
組
合
別
ア

ワ
ビ
種
類
別
漁
獲
組
成

　

種
苗
放
流
以
前
の
各
地
に

お
け
る
ア
ワ
ビ
種
類
の
漁
獲

は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

　

横
須
賀
の
鴨
居
か
ら
松
輪

の
東
京
湾
側
で
は
マ
ダ
カ
ア

ワ
ビ
が
漁
獲
の
主
体
で
し
た
。

三
浦
半
島
先
端
部
の
毘
沙
門

か
ら
諸
磯
に
か
け
て
は
、
メ

ガ
イ
ア
ワ
ビ
、
ク
ロ
ア
ワ
ビ
、

マ
ダ
カ
ア
ワ
ビ
の
三
種
が
混

合
し
、
小
網
代
か
ら
真
鶴
ま

で
は
メ
ガ
イ
ア
ワ
ビ
が
漁
獲

の
主
構
成
種
で
し
た
。

　

ク
ロ
ア
ワ
ビ
は
水
深
１
か

ら
３
メ
ー
ト
ル
、
メ
ガ
イ
ア

ワ
ビ
は
３
か
ら
７
メ
ー
ト
ル

く
ら
い
、
マ
ダ
カ
ア
ワ
ビ
は

水
深
１
か
ら
２
０
メ
ー
ト
ル

と
深
い
場
所
で
漁
獲
し
て
い

ま
し
た
。

　

ク
ロ
ア
ワ
ビ
は
海
底
地
形

が
複
雑
で
岩
棚
の
奥
の
方
に
、

マ
ダ
カ
ア
ワ
ビ
は
岩
礁
や
転

石
の
表
面
に
棲
ん
で
い
る
習

性
が
あ
り
、
メ
ガ
イ
ア
ワ
ビ

は
ク
ロ
ア
ワ
ビ
と
マ
ダ
カ
ア

ワ
ビ
の
中
間
に
棲
ん
で
い
ま

す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
先
に
近
い
海
底
地
形

や
漁
業
種
類
に
適
応
し
た
ア

ワ
ビ
の
種
類
組
成
が
あ
っ
た

と
い
う
こ
と
で
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
種
苗
放
流

を
す
る
際
の
種
類
は
、
か
つ

て
種
苗
放
流
す
る
以
前
の
種

類
組
成
に
近
い
種
類
を
放
流

す
る
こ
と
が
適
切
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

　

ア
ワ
ビ
漁
獲
量
と
種
苗
放

流
の
関
係

　

ア
ワ
ビ
の
種
苗
放
流
は
、

１
９
６
７
年
か
ら
１
９
８
０

年
前
半
ま
で
放
流
効
果
が
明

確
に
現
れ
る
時
代
で
し
た
。

１
９
８
０
年
代
後
半
か
ら
漁

獲
物
の
中
に
放
流
貝
が
占
め

る
割
合
、
混
入
率
が
９
０
％

以
上
と
な
り
、
種
苗
放
流
し

た
貝
だ
け
が
漁
獲
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
、
天
然
再
生
産
貝

は
わ
ず
か
ば
か
り
漁
獲
さ
れ

る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
時
代
で

す
。
一
時
的
に
２
０
０
５
年

か
ら
２
０
１
３
年
ご
ろ
ま
で
、

ク
ロ
ア
ワ
ビ
の
天
然
貝
が
少

し
回
復
し
た
も
の
の
放
流
貝

に
よ
っ
て
漁
獲
物
が
占
め
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
２
０
１
５

年
ご
ろ
か
ら
ア
ラ
メ
・
カ
ジ

メ
の
海
中
林
が
ア
イ
ゴ
な
ど

の
植
食
動
物
に
よ
る
食
害
が

あ
り
、
磯
焼
け
状
況
に
至
り
、

ア
ワ
ビ
の
漁
獲
量
は
１
０
ト

ン
を
下
回
る
状
況
と
な
り
ま

し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
態
を
回
復

す
る
に
は
、
ア
イ
ゴ
等
の
海

藻
を
食
べ
る
魚
や
ウ
ニ
を
漁

獲
し
て
食
用
に
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。
ア
イ
ゴ
に
は
棘

が
あ
り
、
内
臓
が
破
れ
る
と

悪
臭
を
発
す
る
た
め
、
関
東

で
は
食
品
と
し
て
扱
わ
れ
て

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、

九
州
や
四
国
、
紀
伊
で
は
新

鮮
な
う
ち
に
身
を
お
ろ
し
て

食
べ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

是
非
、
魚
の
処
理
方
法
を
見

習
っ
て
ア
イ
ゴ
を
食
べ
、
海

藻
を
復
活
さ
せ
よ
う
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

神奈川県のアワビ漁獲量の推移

　

計
量
が
終
わ
り
次
第
、
ト

ラ
ッ
ク
の
ダ
ン
ベ
に
稚
魚
を

収
容
し
ま
す
。

　

小
割
生
簀
は
小
網
代
湾
の

中
央
に
設
置
し
て
い
る
の
で
、

ト
ラ
ッ
ク
は
城
ヶ
島
か
ら
小

網
代
に
あ
る
シ
ー
ボ
ニ
ア
マ

リ
ー
ナ
の
岸
壁
ま
で
１
０
分

ほ
ど
を
か
け
て
運
び
ま
す
。

　

シ
ー
ボ
ニ
ア
マ
リ
ー
ナ
の

岸
壁
か
ら
サ
イ
ホ
ン
ホ
ー
ス

で
あ
ら
か
じ
め
岸
壁
に
横
付

け
し
て
お
い
た
小
割
生
簀
に

マ
ダ
イ
を
移
送
し
ま
す
。
マ

ダ
イ
を
収
容
し
終
わ
っ
て
小

網
代
湾
の
中
央
に
あ
る
生
簀

の
設
置
場
所
ま
で
曳
航
し
て

運
ぶ
作
業
で
す
。

　

小
網
湾
は
、
全
国
で
有
数

の
ヨ
ッ
ト
と
ク
ル
ー
ザ
ー
の

マ
リ
ー
ナ
が
あ
る
所
で
す
。

湾
の
周
辺
に
は
別
荘
が
立
ち

並
び
シ
ー
ボ
ニ
ア
マ
リ
ー
ナ

に
は
、
大
型
ヨ
ッ
ト
な
ど
が

収
容
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

夏
、
プ
レ
ジ
ャ
ー
客
の
賑

わ
い
を
横
目
で
眺
め
な
が
ら
、

真
夏
の
炎
天
下
で
マ
ダ
イ
の

稚
魚
に
餌
を
や
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
湾
中
央
に
は
、
小
割

生
簀
が
２
基
６
列
の
計
１
２

基
が
並
ん
で
い
ま
す
。

　

小
割
生
簀
は
、
縦
横
５
メ

ー
ト
ル
、
深
さ
４
メ
ー
ト
ル

の
網
を
Ｆ
Ｒ
Ｐ
の
生
簀
枠
に

垂
下
し
て
い
ま
す
。
こ
の
生

簀
１
面
に
６
万
尾
の
マ
ダ
イ

稚
魚
を
収
容
し
ま
す
。
か
つ

て
、
小
割
り
生
簀
で
マ
ダ
イ

稚
魚
を
飼
育
す
る
際
に
は
、

　

チ
ョ
ッ
パ
ー
で
ミ

ン
チ
に
し
た
冷
凍
イ

ワ
シ
や
イ
カ
ナ
ゴ
を

１
日
４
〜
５
回
与
え

て
い
ま
し
た
の
で
、

作
業
の
補
助
と
し
て
大
学
の

卒
論
生
を
多
い
年
に
は
６
〜

８
人
を
交
代
制
で
当
た
ら
せ

て
い
ま
し
た
。
現
在
は
、
栄

養
的
に
整
っ
た
人
工
配
合
飼

料
が
で
き
、
１
人
で
投
餌
を

担
っ
て
い
ま
す
。

　
　

小
割
生
簀
に
収
容
直
後

は
直
径
〇
・
２
５
か
ら
〇
・

４
５
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
粒
子

の
餌
で
飼
い
始
め
ま
す
。
放

流
前
に
は
直
径
３
ミ
リ
メ
ー

ト
ル
ま
で
餌
の
粒
子
を
大
き

く
し
て
い
き
ま
す
。

　

中
間
育
成
で
人
数
を
必
要

と
す
る
作
業
に
網
換
え
が
あ

り
ま
す
。

陸
上
池
か
ら
移
送
し
た
マ
ダ

イ
の
稚
魚
は
わ
ず
か
体
長
２

０
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
。
こ
の
稚

魚
が
逃
げ
な
い
網
目
は
３
ミ

リ
メ
ー
ト
ル
で
、
目
詰
ま
り

を
す
ぐ
し
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
網
に
収
容
し

て
わ
ず
か
３
日
目
で
網
を
交

換
し
な
い
と
、
海
水
の
流
動

が
網
の
中
ま
で
及
ば
す
、
酸

素
が
欠
乏
す
る
原
因
と
な
り

ま
す
。

　

マ
ダ
イ
の
成
長
に
合
わ
せ

て
、
５
、
９
、
１
０
ミ
リ
メ

ー
ト
ル
の
モ
ジ
網
の
目
会
い

を
大
き
く
し
て
い
き
ま
す
。

　

網
換
え
作
業
は
、
魚
が
入

っ
て
い
る
網
の
半
分
を
生
簀

枠
の
半
ば
ま
で
引
き
寄
せ
、

新
し
い
網
と
連
結
し
て
、
魚

を
新
し
い
網
に
移
動
さ
せ
ま

す
。
稚
魚
は
、
網
で
掬
い
取

る
と
傷
つ
き
、
死
亡
す
る
原

因
と
な
る
の
で
、
網
を
使
わ

ず
生
簀
網
の
交
換
を
す
る
作

業
は
神
経
を
使
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。
こ
の
作
業
は
、
魚

を
逃
が
さ
ず
、
丁
寧
に
移
動

す
る
た
め
、
最
低
４
人
で
取

り
掛
か
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

放
流
船

　

マ
ダ
イ
が
体
長
６
０
か
ら

８
０
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
に
成
長

し
た
段
階
で
放
流
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
ふ
化
し
て
約
４

か
月
間
飼
育
し
た
も
の
で
、

昭
和
５
９
年
度
か
ら
平
成
２

年
度
ま
で
の
放
流
は
、
神
奈

川
県
水
産
試
験
場
の
漁
業
調

査
指
導
船
江
の
島
丸
を
使
っ

て
行
っ
て
い
ま
し
た
。
体
長

６
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
に
成
長

し
た
マ
ダ
イ
は
、
江
の
島
丸

の
活
魚
水
槽
に
収
容
し
、
神

奈
川
県
沿
岸
各
地
に
放
流
し

て
い
ま
し
た
。

　

※

現
在
は
、
小
網
代
湾
で

の
中
間
育
成
は
行
っ
て
い
ず
、

協
会
の
陸
上
水
槽
か
ら
直
接

放
流
地
へ
運
び
、
放
流
し
て

い
ま
す
。　
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
問
題
は
、
水
産
業
界
に

も
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え

ま
し
た
。
緊
急
事
態
宣
言
が

発
令
さ
れ
、
ホ
テ
ル
な
ど
の

宿
泊
施
設
、
海
鮮
レ
ス
ト
ラ

ン
な
ど
が
休
業
に
追
い
込
ま

れ
、
水
産
物
の
需
要
の
大
幅

減
に
よ
る
魚
価
低
迷
に
苦
し

め
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て

当
協
会
は
、
今
年
度
も
例
年

と
同
じ
よ
う
に
マ
ダ
イ
な
ど

や
ア
ワ
ビ
な
ど
の
種
苗
生

産
・
放
流
、
供
給
・
斡
旋
事

業
な
ど
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
し
た
。

　

た
だ
、
小
学
生
や
親
子
連

れ
が
参
加
す
る
放
流
イ
ベ
ン

ト
が
、
昨
年
度
は
一
度
も
開

催
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
昨

年
秋
か
ら
わ
が
国
で
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者

が
劇
的
に
減
少
し
て
お
り
、

今
年
は
児
童
が
参
加
し
「
大

き
く
な
っ
て
戻
っ
て
き
て
」

と
声
を
掛
け
て
放
流
す
る
イ

ベ
ン
ト
が
復
活
し
て
ほ
し
い

も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

編
集
後
記

海底や水中生物などに貯蔵された
二酸化炭素「ブルーカーボン」を
知っていますか

　

地
球
の
温
暖
化
が
進
み
、

化
石
燃
料
に
よ
る
二
酸
化
炭

素
の
排
出
が
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
２
０
３
０
年
ま
で

に
気
温
上
昇
を
１
・
５
度
Ｃ

以
下
に
抑
え
な
い
と
地
球
全

体
の
大
気
、
海
洋
に
大
き
な

変
化
を
も
た
ら
し
、
北
極
・

南
極
や
氷
河
の
氷
が
解
け
て

海
面
上
昇
が
起
こ
り
、
人
間

が
住
む
こ
と
が
で
き
る
場
所

が
狭
く
な
っ
て
い
く
と
予
想

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
だ
け

で
は
な
く
、
砂
漠
化
が
進
み
、

飢
餓
の
人
口
が
増
え
る
恐
れ

が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
球
温
暖
化
を
抑
制
す
る

た
め
に
は
、
交
通
手
段
と
し

て
船
舶
、
自
動
車
な
ど
を
電

気
・
水
素
燃
料
に
す
る
こ
と

な
ど
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
と
、
石
炭
火
力
に
よ
る

発
電
所
を
減
ら
し
、
ソ
ー
ラ

ー
パ
ネ
ル
や
風
力
発
電
な
ど

の
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
率

を
上
げ
て
い
く
こ
と
も
必
要

で
す
。

　

た
だ
し
、
二
酸
化
炭
素
の

排
出
を
抑
制
す
る
だ
け
で
は

二
酸
化
炭
素
の
濃
度
は
下
が

ら
な
い
と
見
ら
れ
て
い
ま
す
。

大
気
か
ら
別
の
場
所
に
移
動

さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
、
例

え
ば
森
林
と
か
海
に
吸
収
さ

せ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
大

気
中
の
二
酸
化
炭
素
が
海
に

吸
収
さ
れ
、
海
底
や
水
中
生

物
な
ど
に
貯
蔵
さ
れ
た
炭
素

を
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
と
呼
び

ま
す
。

　

水
中
に
は
、
海
草
や
海
藻

が
あ
り
、
そ
れ
が
光
合
成
に

よ
り
二
酸
化
炭
素
を
吸
収
し
、

酸
素
と
草
藻
体
を
作
り
ま
す
。

　

今
ま
で
海
草
藻
は
、
水
産

で
は
ア
ワ
ビ
、
サ
ザ
エ
、
ウ

ニ
の
餌
と
し
て
、
ま
た
、
栄

養
塩
類
の
利
用
で
水
の
浄
化

作
用
に
注
目
し
て
き
ま
し
た

が
、
こ
れ
か
ら
は
二
酸
化
炭

素
の
吸
収
で
も
そ
の
存
在
が

重
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ア
マ
モ
や
藻
場
を
創
出
し

た
場
合
、
新
た
な
資
金
メ
カ

ニ
ズ
ム
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

第
三
者
機
関
と
し
て
審
査
認

定
委
員
会
が
認
証
し
た
藻
場

造
成
を
排
出
量
の
削
減
努
力

を
し
て
も
ど
う
し
て
も
減
ら

せ
な
い
排
出
量
を
企
業
や
団

体
等
が
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
発
行

し
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
市
民
団
体
等
が

カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
と
し

て
活
動
資
金
の
確
保
が
で
き

る
制
度
が
作
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
第
１
号
と
し
て
横
浜

ベ
イ
サ
イ
ド
マ
リ
ー
ナ
に
お

け
る
藻
場
づ
く
り
が
認
証
さ

れ
横
浜
市
漁
業
協
同
組
合
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
海
辺
つ
く
り
研
究
会
、

金
沢
八
景
・
東
京
湾
ア
マ
モ

場
再
生
会
議
に
、
２
０
２
１

年
３
月
に
証
書
が
交
付
さ
れ

ま
し
た
。

二酸化炭素の吸収源―再生したアマモ場

カジメ藻場も酸素を作る

協
会
事
業
を
支
援
す
る
寄
付

　

わ
が
国
最
大
の
釣
り
具
メ

ー
カ
ー
の
シ
マ
ノ
か
ら
、

「
マ
ダ
イ
資
源
の
維
持
・
増

大
に
役
立
て
て
ほ
し
い
」
と
、

今
年
度
も
百
万
円
の
寄
付
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
同
社
に

は
平
成
１
３
年
度
か
ら
寄
付

を
続
け
て
い
た
だ
い
て
お
り
、

シ
マ
ノ

こ
れ
ま
で
の
総
額
は
２
４
０

０
万
円
近
く
に
達
し
て
い
ま

す
。

　

同
社
は
、
釣
り
を
楽
し
む

人
々
に
水
産
資
源
の
大
切
さ

を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
各

種
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
ほ

か
、
海
浜
清
掃
な
ど
の
環
境

保
全
に
も
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

Ｋ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
の
神
奈
川

ト
ヨ
タ
商
事
㈱
の
黒
田
圭
次

郎
社
長
と
同
グ
ル
ー
プ
の
上

Ｋ
Ｔ
グ
ル
ー
プ

野
健
彦
代
表
が
昨
年

１
１
月
４
日
当
協
会

を
訪
れ
、
合
計
１
５

万
円
を
寄
付
し
て
く

れ
ま
し
た
。
こ
れ
に

加
え
、
同
グ
ル
ー
プ

の
神
奈
川
ハ
マ
タ
イ

ヤ
㈱
（
品
田
基
宏
社

長
）
も
５
万
円
を
寄

付
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

贈
呈
式
で
黒
田
社
長
は

「
マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
を
支
え

る
協
会
の
事
業
は
重
要
で
す
。

私
た
ち
は
今
後
も
支
援
を
続

け
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

ＫＴグループから寄付

　

一
般
財
団
法
人
東
京
湾
南

部
水
産
振
興
事
業
団
と
公
益

財
団
法
人
日
本
釣
振
興
会
は

昨
年
１
０
月
２
７
日
、
横
須

賀
市
浦
賀
沖
に
全
長
５
セ
ン

チ
の
カ
ワ
ハ
ギ
種
苗
を
、
合

計
１
万
８
０
０
０
尾
放
流
し

ま
し
た
。
こ

の
う
ち
２
０

０
尾
に
黄
色

い
ア
ン
カ
ー

タ
グ
標
識
を

付
け
て
放
流

し
ま
し
た
。

　

放
流
し
た

内
訳
は
、
東

京
湾
南
部
水

産
振
興
事
業

団
分
が
１
万

１
０
０
０
尾
、

日
本
釣
振
興
会
分
が
８
０
０

０
尾
で
す
。

　

カ
ワ
ハ
ギ
の
成
魚
は
、
浅

い
岩
場
や
砂
地
が
入
り
組
ん

だ
海
域
に
生
息
し
、
漁
業
者

は
釣
り
や
刺
網
な
ど
で
漁
獲

し
て
い
ま
す
が
、
遊
漁
者
も

　

こ
の
魚
を
狙
っ
た
釣
り
を

楽
し
ん
で
い
ま
す
。
カ
ワ
ハ

ギ
の
口
は
小
さ
く
餌
の
ア
サ

リ
な
ど
を
、
ど
の
よ
う
に
し

て
喰
わ
せ
る
か
が
腕
の
見
せ

所
だ
そ
う
で
す
。

　

当
協
会
理
事
で
横
須

賀
市
東
部
漁
業
協
同
組

長
、
飛
松
正
幸
氏
は
令

和
３
年
１
１
月
６
日
に

お
亡
く
な
り
に
な
り
ま

し
た
。

　

謹
ん
で
お
悔
や
み
申

し
上
げ
ま
す
。

訃
　
報

標識を付ける

カワハギ種苗放流

今
年
度
も
シ
マ
ノ
、Ｋ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
か
ら

カワハギ種苗放流

あけましておめでとうございます　公益財団法人神奈川県栽培漁業協会の事業の発展を祈念いたします

売上の一部が
放流事業に寄付される
自販機設置にご協力

ください。

サントリービバレッジサービス株式会社
TEL ０４５ー５７３ー６３６６
FAX ０４５ー５７３ー２８５８TEL ０７５ー２２１ー６６９５

株式会社 北村
〒604-
0051 京都市中京区二条油小路町２９１
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